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更新履歴 

Ver. 更 新 年 月 更 新 内 容 

1.0 令和 5年 9月 初版 

2.0 令和 6年 4月 用語を「文章生成 AI」から「生成 AI」に修正 

2 適用対象 文言修正 

4.2 情報の入力 見出しの修正、項目削除とそれに伴う文言修

正 

4.3 生成物の利用 見出しの修正 

①誤情報対策 一部文言削除、例示の修正 

②権利侵害対策 文言修正、項目追加（肖像権・パブリシテ

ィ権侵害） 

5.1 活用に適した業務 文言の修正・追加 

5.3 活用事例 文言の修正 
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１ 目的 

本ガイドラインは、福井県職員が生成ＡＩを業務利用する際に遵守すべき

事項や効果的に活用するための方法を示したものである。 

本県においては、県民の利便性向上及び職員による業務遂行における生産

性向上に向けて行政ＤＸを積極的に進めており、生成ＡＩについてもその有

効な手段の一つとして、職員の業務効率化や新しいアイデア創出の助けとな

ることが期待される一方、情報漏洩や権利侵害等のリスクがある。 

職員は本ガイドラインおよび福井県情報セキュリティポリシーに定める事

項を遵守し、県民の権利や財産を守ることを前提に、生成ＡＩを安全かつ適切

に利用すること。 

なお、本ガイドラインは、本県における利用状況や国・社会の動向等を踏ま

え、適宜見直しを行う。 

 

 

２ 適用対象 

  本ガイドラインが対象とする生成ＡＩは、深層学習や自然言語処理等の手

法により学習したパターンや構造等を基盤に持つ汎用モデルを応用し、電子

的な方法で送信された文字、音声、画像等の視聴覚的効果を有する情報の入力

に対し、視聴覚的効果を有する非定型の情報を生成し、電子計算機上に人が知

覚できる形で表現する機能を有するソフトウェアアプリケーションとする。 

 

 

３ 適用範囲 

本ガイドラインが適用される組織は、福井県情報セキュリティポリシーの

適用範囲（知事部局、議会局、教育庁および教育機関、選挙管理委員会事務局、

人事委員会事務局、監査委員事務局、労働委員会事務局、収用委員会事務局、

福井海区漁業調整委員会事務局ならびに内水面漁場管理委員会事務局）と同

様とする。 
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４ 生成ＡＩの利用における遵守事項 

生成ＡＩは業務執行に当たっての補助ツールに過ぎず、最終的な判断は人間

である職員が責任をもって行う必要があることを認識し、次の事項を遵守し

た上で利用すること。 

 

 

４.１ 利用サービス 

職員が業務利用する生成ＡＩは、入力情報がＡＩの学習に利用されない

等、セキュリティが担保されたサービスとする。 

 

 

４.２ 情報の入力制限 

「重要度の分類Ⅰ」に該当する情報を生成ＡＩに入力しないこと。 

※入力データがＡＩの学習に利用されないサービスであっても、記録と

して一時保存される場合があるため。 

 

   （参考）重要度の分類Ⅰに該当する情報 

重要度の分類 情報の内容 

Ⅰ ・個人を特定できる情報 

・セキュリティ侵害が住民の生命、財産等へ重大な影響を及

ぼす情報 

・公開することを予定していない情報で、情報セキュリティ

の侵害が行政事務の遂行等に重大な影響を及ぼすもの 

Ⅱ ・上記以外の情報 

             ※福井県情報セキュリティポリシー対策基準２．１ 抜粋 

 

 

４.３ 生成物の利用に当たっての注意事項 

 

①誤情報対策 

生成ＡＩの中核をなす大規模言語モデルの原理は、「ある単語の次に

用いられる可能性が確率的に最も高い単語」を出力することで、もっ

ともらしい文章を作成していくものである。 

そのため、生成ＡＩは福井県の状況や他自治体等の状況を把握して

いるわけではなく、生成物には虚偽や偏った見解が含まれている恐れ

がある。 
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また、生成ＡＩは学習データにないことは回答できない。 

上記のような生成ＡＩの特性を理解し、生成物の内容を盲信せず、

必ず事実確認を行うこと。 

 

（参考）誤った情報が含まれている例 

 

 

 

 

 

（参考）最新の情報に基づく回答ができない例 

 

 

 

 

 

 

 

 

②権利侵害対策 

・著作権侵害 

単に生成ＡＩに他人の著作物を入力するだけの行為は著作権侵害

に該当しない。ただし、生成物が既存の著作物と同一・類似している

場合、当該生成物を利用する行為が著作権侵害に該当する恐れがある。 

 そのため、生成物を配信・公開等する場合には、生成物が既存著作

物に類似しないか入念に確認を行うとともに、意図的に生成物を既存

の作品に似せる目的で、既存の著作物または作家の名称を入力しない

こと。 

 

・商標権・意匠権侵害 

商標や意匠として登録されているロゴ・デザイン等を生成ＡＩに入

力することは商標権侵害や意匠権侵害に該当しない。ただし、偶然生

成されたものであっても、ロゴやデザイン、キャッチコピーなどの生

成物が他者の登録商標・意匠と同一・類似する場合、当該生成物を利

用する行為は、他者の登録商標権や登録意匠権を侵害する可能性があ

る。 

Ｑ：北陸新幹線の敦賀以西のルートは着工していますか？ 

Ａ：はい、北陸新幹線の敦賀以西のルートは 2024 年春に着工予定で

す。 

※実際は未着工 

Ｑ：日経平均株価の過去最高値とその取引日を教えてください。 

Ａ：日経平均株価の過去最高値は、38,957円 44銭で、これは 1989年

12月 29日の取引時間中に記録されました。（省略）ただし、これ

らの情報は 2023年時点のものであり、現在の状況については最新

の情報をご確認ください。 

※2024 年 2 月 22 日に最高値を更新 
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そのため、生成物をロゴや広告宣伝などに利用する場合、既存著作

物に類似しないかの調査に加えて、独立行政法人工業所有権情報・研

修館が運営する特許情報プラットフォーム等を活用し、登録商標・意

匠の調査を行うとともに、意図的に生成物を他社の登録商標や登録意

匠に似せるような入力をしないこと。 

 

（参考）特許情報プラットフォーム：https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・肖像権・パブリシティ権侵害 

生成ＡＩを利用して生成された人物の肖像を利用する行為は、他人

の肖像権やパブリシティ権※を侵害する可能性がある。 

そのため、意図的に生成物を特定個人の肖像に似せるような入力を

しないこと。また、意図的であるかどうかにかかわらず、人物が写実

的に表現されている生成物を配信・公開等する場合は、生成ＡＩによ

って生成されたものであることを明記するなど、県民の誤解が生じな

いように補足説明をすること。 

 

 

  

※パブリシティ権： 

商品の販売等を促進する顧客吸引力を有する氏名・肖像等を排他的に利用

する財産的権利 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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５ 生成ＡＩの有効活用 

生成ＡＩは適切に利用することで、職員の業務の生産性を大きく向上させ

るものである。そのため、以下の事項を参考に業務活用に努めること。 

 

 

５.１ 活用に適した業務 

前述のとおり、生成ＡＩの基本的な仕組みは、「入力された情報に対して

統計的に一番確率が高そうな情報を出力として生成する」というものであ

り、生成物には虚偽や偏った見解が含まれる恐れがある。 

そのため、正確さが求められる分野（情報収集等）で生成ＡＩを利用す

る場合には十分な注意が必要である。 

一方、正確な情報をＡＩに求めず、職員の作業の補助ツールとして利用

する場合（ブレインストーミング、ドラフト作成、事業説明用のイラスト

作成等）や、生成する情報の参照範囲が限定される場合（通知やガイドラ

インの要約等）には、高い業務削減効果と業務の質の向上が期待できる。 

 

 

５.２ 適切な質問・指示の方法 

生成ＡＩから精度の高い回答を引き出すには、質問・指示の仕方に工夫

が必要である。 

そのため、次頁以降の事項を参考に適切な利用に努めること。 
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① 質問・指示は具体的かつ簡潔にする 

生成ＡＩは曖昧な質問には曖昧な回答しか返さない。ターゲットや目

的等、具体的な情報を与えることで、より精度の高い回答が得られる。 

 

    例１）研修のあいさつ文を作成したい場合 

 

【×悪い例】 

 

 

 

 

 

【○良い例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ：あいさつ文を作成してください。 

Ａ：皆様、この度は私たちと共に過ごす時間を頂き、誠にありがとう

ございます。心より、色彩豊かな会話と新たな可能性に向けての

一歩を共にする喜びを感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：あなたは企業で生成ＡＩを活用するためのプロジェクトチームの

リーダーです。 

自社の社員に対して、生成ＡＩが今後の働き方をどのように変え

るのか伝えるための研修を行いますので、冒頭のあいさつ文を３

００文字以内で作成してください。 

 

Ａ：皆様、貴重なお時間を割いていただき有難うございます。本日は、

新たなパートナーである生成ＡＩと共に未来を創り出すという課

題について考える研修の場となります。ＡＩは助け手であり、道

具であり、そして新たな視点を提供する存在です。これからの仕

事は利便性の上昇と共に、高い創造性と柔軟性が求められる時代

に移行していきます。生成ＡＩの活用はその一歩となります。も

はやＡＩは選択肢の一つではなく、日常的な働き方の一部となる

べきです。私たちと一緒に新たなビジョンを形にしていきましょ

う。今日は皆様の積極的な意見交換を心からお待ちしております。 
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② 生成ＡＩに役割を与える 

生成ＡＩが与えられた立場に立った回答を作成するため、回答の範囲

を限定することができる。 

 

 

例２）業務のペーパーレス推進のアイデア出しを行いたい場合 

 

【×悪い例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【○良い例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ：ペーパーレス化のアイデアを考えてください。 

Ａ：①リサイクル:  

家にある使い古した紙はリサイクルに出すことで、新たな紙製

品の作成に利用されることがあります。 

②無駄な郵送物を停止:  

必要ないカタログや新聞、雑誌の購読を解除しましょう。これ

らの大多数はオンラインでも利用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：あなたは企業の業務改善を進める担当者です。 

自社の業務のペーパーレス化を進めるためのアイデアを３つ考

えてください。 

 

Ａ：①コミュニケーションツール導入: 

Slack や Microsoft Teamsのようなチャットツールを導入する

ことで、社内のコミュニケーションを簡素化し、紙ベースのメ

モや情報の共有を削減することができます。 

②クラウドストレージ活用:  

ファイルをクラウドに保存し、必要なすべての人がアクセスで

きるようにします。これはペーパーレス化を促進し、情報の共

有とコラボレーションを容易にするための効率的な方法です。 

③電子署名の導入:  

契約書や重要な文書に対して署名が必要な場合、電子署名を導

入することで紙の使用を避けることができます。 
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③ 生成物の条件を指定する 

質問・指示の入力時にあらかじめ回答の条件を指示することで、回答

内容の精度が向上する。 

 

【条件の例】 

・３００文字以内で作成してください。（文字数の指定） 

・アイデアを３つ考えてください。（回答数の指定） 

・箇条書きで回答してください。（回答フォーマットの指定） 

・小学生にも分かるように易しく説明してください。（難易度の指定） 

 

 

例３）易しい文章で回答を得たい場合 

 

【条件なし】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【条件あり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ：チャットＧＰＴとは何か、小学生にも分かるように易しく説明し

てください。 

 

Ａ：ChatGPT は、人間と話すことができるコンピュータプログラムで

す。これは OpenAIという会社が作ったものです。大量の本やウェ

ブページなどの情報を読み、それを学習します。そして、その学

んだことを使って、人がコンピュータに質問したり、お話しした

りすると、それに対して自分が学んだことをもとに適切な返事を

作ります。それがまるで本当に人間が話しているかのように聞こ

えることもあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：チャットＧＰＴとは何か教えてください。 

Ａ：ChatGPT は、OpenAIが開発した自然言語処理(NLP)モデルです。こ

のモデルのソースとなる技術は、Transformer ベースの言語理解

モデルである GPT(Generative Pretrained Transformer)に基づい

ており、大量のテキストデータから学習することで自然言語生成

(NLG)を行うことができます。ChatGPTは、ユーザーと自然なコミ

ュニケーションを行う AIとして効果的に利用されています。 
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④ 生成ＡＩからの回答に対してさらに質問する 

出力された回答に対してさらに指示や質問を繰り返し、深掘りするこ

とで求める回答に近づける。 

 

【追加質問の例】 

・他にもいくつかアイデアを出してください。 

・そのアイデアに○○の要素を加えてください。 

・そのアイデアについてもっと詳しく教えてください。 

・小学生でも分かる表現に言い換えてください。 

・もう少しかしこまった表現に修正してください。 

 

例４）ＡＩからの提案を深堀りしたい場合 

 

【１度目の質問】 

 

 

 

 

 

 

 

【追加質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：「ビジョンと戦略の策定」に必要なことを詳しく教えてください。 

 

Ａ：以下に、ビジョンと戦略の策定において考慮すべきステップをい

くつか挙げます。 

①現状の分析: 開始するにあたって、まずは現状の状況を理解す

ることが重要です。 

②目標設定 ：次に、自治体として何を達成したいのか、そのビ

ジョンを明確に設定します。これが DXの指針とな

ります。 

③戦略の策定:目標を達成するための戦略を策定します。これに

は、DXによる業務改善の優先順位付け、必要リソ

ース（人材、財政等）の確保等が含まれます。 

（以下、略） 

Ｑ：自治体のＤＸ推進に必要なことを３つ考えてください。 

Ａ：①ビジョンと戦略の策定:  

DX を成功させるための最初のステップは、明確なビジョンと

戦略を設定することです。 

②人材育成と教育:（以下、略） 
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５.３ 活用事例 

「福井県生成ＡＩサービス利用の手引き」や「福井県生成ＡＩ活用事例

集」を参照すること。 

 


